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2023年度（令和５年度）



ｰはじめに - 令和５年度総括
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令和５年度、新型コロナウィルス感染防止においては５類
へと移行したことにより柔軟な対応を検討した年度となりま
した。面会や外部ボランティア（演芸）の受け入れ、他新規
ご利用者の受け入れ時の抗原検査など順次状況に応じて対応
を致しました。

面会においては、ご家族からの対面での面会希望など地域の
感染状況を考慮した上での対面面会などを実施致しました。
約４年の間、直接お会いできない状況からの対面にお会いさ
れ、ご家族の皆様の喜ばれるお姿に今後の感染対策と対応に
より柔軟な対応の必要性を実感した年度となりました。また
感染症及び自然災害におけるBCPにおいても常に状況に見合っ
た対応計画として見直しが必要と実感いたしました。

１ 総 括 ２ 感染症や災害などへの対応と対策

３ 令和6年度制度改正への対応準備

令和６年度の制度改正に伴い、施設内では「生産性向上」
に向けた委員会の構築が主に中心となり、職場環境改善に向
けた先進的な取り組み準備を始めております。そのための施
設現状の状況を確認し、新たに実施予定の取り組み実施に当
たって、ソフト。ハードの両面に十分な対応が出来る様配慮
も進めていきます。

令和５年度は、新型コロナウィルス感染症に若干感染しまし

たが、少数で抑えることができ事業的にはまずまずの稼働率で

した。前年度、数名の退職があり、職員の求人に努めなんとか

補充できました。また外国人人材（特定技能実習）の2名の方

を採用致しました。又、３年度の新型コロナウィルス感染症の

提供体制事業補助金が申請でき、収入増がありました。後半は

短期入所も落ち着いてきましたので稼働率も安定しました。デ

イサービスも新型コロナウィルス感染症の影響が減少し、前年

度より稼働率が増加致しました。介護報酬改定が決まり、加算

等の変更があり、積極的に取得しようと思っております。財務

状況は前年度の赤字分を補助金で補填できております。利用

者・職員を守るBCP（事業継続計画）も災害と感染症とも作成

し、利用者・職員の安全安心に役立てます。



１ - 管理部門

一宮苑管理部門では、基本理念に掲げている「利用者の皆様のその人らしい生活を大切にする」こと、「笑顔のあふれるぬくもりある生活ができるよう応援する」ことを実

現するべく、職員の資質向上を念頭に、①法令遵守、②労務管理、③人材育成、④経営安定化対策の４項目を継続して重点施策として掲げました。利用者満足度の向上には

職員満足度の向上が不可欠であるという観点から職場環境を整えて参りました。

１-１  労務管理の状況 

 １-１-１ 特別養護老人ホーム一宮苑及び併設事業所の職員配置状況   

令和６年3月31日現在※栄養士・調理員は業務委託

 １-１-2 特別養護老人ホーム一宮苑及び併設事業所の職員の有している資格   
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常勤 1 5 4 9 0 １ ０ 2 0

非常勤 0 1 1 7 1 ０ ０ ５ 1

嘱託 0 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

事務職員

その他
生活相談員

介護職員

（介護助手）
看護職員 介護支援専門員 計

５年度
新規

採用者数
3 0 ８ ※１ 2 0 13

退職者数 1 ※2 0 ８ 1 0 10

４年度 新規

採用者数
０ ０ 11 ０ 0 11

退職者数 ２ ０ 14 1 0 17

※1 採用者数の内２名がインドネシアからの特定技能実習生。

※２ 退職者の事務員その他については、宿直配置要員が廃止

なった事での退職が1名。

※現在育児休業者は０名
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１-１-3 令和５年度 入退職者数
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１ - 管理部門

 １-１-６ 職員の健康管理の状況   

１-２人材育成の状況 

令和５年度においては、苑内の基本研修はWEB研修を活用し、内容に応じては集合研修にて実施するなど実施方法を適宜に活用した研修になりました。
また外部研修においても現地での参加型研修が戻りつつあり、状況に応じた柔軟な研修参加となりました。

健康診断等の実施状況 衛生委員会の活動状況

健康診断 ５月 メンタルヘルス
ストレスチェック
メンタルヘルス研修

インフルエンザ予防接種 随時 職員健康管理
定期健康診断実施

年２回の腰痛検査実施

職員一人ひとりの成長が介護の質の向上につながるとの観点から､
職員一人ひとりのキャリアプランに則った研修への参加を促進しま
した。また、各部門の職員の資質向上の為、介護及び看護に関する
研修だけでなく法人制度改革に関する研修や経営に関する研修など
幅広い分野の研修に参加しています。

研 修 名（WEB研修含） 主 催

医療・介護報酬改定セミナー
京葉銀行・日本医業経営コンサルタン

ト協会

施設長・事務員研修会 高齢協 デイ協

人材確保対策セミナー NPO法人外国人介護人材研究所

介護現場における生産性向上推進フォーラム 厚生労働省

介護報酬改定を踏まえた介護事業経営の戦略 ビズアップ人事コンサルティング

安全運転管理者講習 千葉県公安委員会

給食施設管理者・従事者研修会 長生健康祝詞センター

事業場におけるメンタルヘルスケア 中災防

 １-１-４ 産前産後休業および育児休業取得の状況   

事務職員
生活

相談員
介護職員 看護職員

介護支援

専門員
計

５年度

４年度

産前産後

育児
０ ０ 0 ０ ０ 0

育児休業 ０ ０ 0 ０ ０ 0

３年度

産前産後

休業
0 0 2 0 0 2

育児休業 1 0 4 0 0 5

※令和５年度においても２年連続での産前産後及び育児休業取得者が０名と表の通り

となっております。引き続きにワークライフバランスにも力を入れていきます。

 １-1-５  職員の有給休暇の状況   

令和５年度 平均使用日数 令和４年度 平均使用日数

１４．３日 １７．５ 日
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１ - 管理部門

販売業者 価 格 定款細則等により、理事長による

決裁となります。パラメディカル ￥２５３，０００

AEDを新しく入替えました。

販売業者 価 格 定款細則等により、理事長による

決裁となります。日電工業 ￥１．１１９，８００

事務所内のエアコン（2台）を入れ替えました

施工業者 価 格 定款細則等により、理事長による決裁とな

ります。日電工業 ￥１．２６５．０００

特養棟２F廊下のエアコンを新しく入れました

ー４－

１-３ 固定資産取得及び修繕の状況について 

販売業者 価 格 定款細則等により、理事長による決裁とな

ります。ダイハツ（リフト車） ￥６００，０００

リースからの買取をしました

助手席回転式



１ - 管理部門
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新型コロナウィルス
注意喚起

PCR・抗原検査に
関して

新型コロナウィルス
情報

４ ２ ２

インフルエンザ
ワクチン接種

ＷＥＢ研修案内 法人活動報告会 案内

２ １１ ４

避難訓練メール
台風等自然災害

注意喚起
労務管理

４ ３ ６

処遇改善手当等周知 事業計画周知
特定技能実習生に

関して

４ ２ ３

衛生委員会から 介護報酬改定に関して その他

４ １ ３

１-４ 職員への一斉メールについて 

職員への情報周知または注意喚起等の方法として一
斉メールを活用しております。年間で５５通のメー
ルを送信しており、その内訳は表記の通りとなって
おります。



２−１ 介 護 課

２−１−１  入所者の介護保険適用状況 

男性 女性 計

要介護１ 0 0 0

要介護２ 0 0 0

要介護３ ０ ７ ７

要介護４ ４ ２２ ２６

要介護５ ４ 1７ ２１

申請中 ０ ０ ０

合 計 ８ 4６ 5４

平均介護度 男性 女性 全体

4.５ 4.２２ 4.2６

 ２−１-１-２  要介護認定更新・変動状況   

要介護認定更新者数

定期更新 ２８

区分変更 １

合計 ２９

要介護度変動状況

上昇 ６

下降 １

変動なし ２１

更新申請中 １

合計 ２９

※介護度変動なしの方の内、１名はコロ

ナウイルス感染症対応による有効期間延

長のため介護度の変更がありませんで

した。 ２−１-１-３  月別入所者変動状況   

今年度はコロナ５類移行において、委員会や研修を状況に応じて対面やオンラインなど内容に応じて実施してまいりました。また地域の流行状況を考慮しながら
面会や新規受け入れ等柔軟に対応してまいりました。１０月の新型コロナウィルスの感染においても最小限でとどめることが出来稼働率への大きな影響には至ら
ずに済んだ対応となりました。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

利用者数(５年度) 1,590 1,672 1,611 1,577 1,596 1,610 1,651 1,596 1,605 1,605 1,538 1,634 19,240

稼働率 ％ 98.1 97.1 99.4 94.2 95.3 99.3 98.6 98.5 95.8 95.8 98.2 97.6 97.6

利用者数(４年度) 1,511 1,613 1,583 1,644 1,510 1,366 1,477 1,460 1,436 1,436 1,278 1,509 17.823

稼働率 ％ 93.3 96.4 97.7 98.2 90.2 84.3 88.2 90.1 85.8 85.8 84.5 90.1 90.4

ー６－

定期更新 89%

区分変更 11%

要介護認定更新者数

上昇 23%

下降 0%変動なし 68%

更新申請中 9%

要介護度変動状況

２-１-１-１ 介護度別入所者状況（令和６年３月３１日現在）



年齢

性別

60~

６５  
才未

満

65~

７０

才未

満

70~

７５  
才未

満

75~

８０

才未

満

80~

８５

才未

満

85~

９０  
才未

満

90~

９５  
才未

満

95~

１００ 
才未

満

100a

aaaa

才以上
計 平均

年齢

男性 0 0 0 ２ 1 2 ２ １ ０ ８ 88.５

女性 0 0 1 ２ ３ １２ 1４ 1０ ４ 4６ 90.6

計 0 0 1 ４ ４ 1４ 16 1１ ４ 5４ 90.4

男性 女性

最少年齢 ７７  7２

最高年齢 9６ 10４

保 険 者 男 性 女 性 合 計

長 

生 

茂 

原 

管 

内

一宮町 ４ １９ 2３

長生村 1 ７ ７

睦沢町 ０ １ １

長南町 １ 0 １

茂原市 １ ５ ６

そ 

の 

他

いすみ市 1 １０ １１

御宿町 0 ２ ２

大網白里市 ０ １ １

県 外 （足立区） 0 1 1

合 計 ８ 4６ 5４

男性 女性 計

～ 半年期間 ３ ６ ９

半年以上～1年未満 １ ５ ６

1年以上～2年未満 ２ １９ ２１

2年以上～3年未満 ０ ３ ３

3年以上～4年未満 １ ４ ５

4年以上～5年未満 １ ４ ５

5年以上～10年未満 0 ４ ４

10年以上 0 １ １

ー７－

２-１-１-５ 最小年齢と最高年齢（令和６年３月３１日現在）２-１-１-４ 入所者年齢構成（令和６年３月３１日現在）

２-１-１-６ 保険者別入所状況（令和６年３月３１日現在） ２-１-１-７ 入所者平均在所日数（令和６年３月３１日現在）



待機

住所

地

一宮町 長生村 いすみ

市

茂原市 睦沢町 千葉市 東金市 合計

１６ ７ ４ ４ １ １ １ ３４

待機場所 老健 居宅 病院 特養 有料 GH ケアハウ

ス

合計

人数（５年度） ６ ２０ ３ ２ １ １ １ ３４

人数（４年度） １２ ２５ ７ ２ ０ ０ １ ４７

男女比 男性 女性

１２ ２２

要介護度別 介護３ 介護４ 介護５

１２ １３ ９

退所理由 死亡退所 死亡退所 死亡退所 入院継続 合計

退所場所 一宮苑にて 宍倉病院（協力病院） 協力病院以外 宍倉病院（協力病院） ―

件数 ８ １ １ ７ １７

 2-1-2-１ 認知症老人の日常生活自立度   

自立度 自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 計

人数 １ １ ４ ７ ２１ ９ １１ ０ 5４

 ２-１-２-2  障害老人の日常生活自立度   

自立度 自立 J1 J2 A1 A2 B1 B2 C1 C2 計

人数 0 0 １ ５ ９ １７ １２ ４ ６ 5４

ー８－

待機者平均要介護度 ３．９１

待機者平均年齢 ８４．２

２-１-１-８ 入所待機者状況（令和６年３月３１日現在）

２-１-１-９ 退所状況（令和６年３月３１日現在）

２－１－２ 入所者の身体状況（令和６年３月31日現在）



視力 聴力 言語

正常 41 正常 32 正常 43

やや悪い 11 やや悪い 13 やや悪い 9

悪い 1 悪い 7 悪い 1

視力無し ０ 聴力無し 1 発語不可 ０

計 ５3 計 ５3 計 53

入浴と着脱の状況

自立 ほぼ自立 一部介助 全介助 計

一般浴利用 ０ 1 4 0 5

チェアインバ
ス

０ ０ 2 46 48

リフト浴利用 ― ― ― ― ―

清拭のみ ０ ０ ０ ０ ０

シャワー浴
０ ０ ０ ０ ０

計 ０ 1 6 46 53

移動能力

種別 人数

自立歩行 3

杖、補助具使用で自立歩行 1

つかまり歩き ０

車椅子で自立移動可 １7

車椅子自立移動不可 ３2

計 ５3

ー９－

正常
やや悪い

悪い 2%
視力無し

視力

正常

やや悪い

悪い 聴力無し聴力

正常やや悪い

悪い 2%

発語不可
言語

自立歩行

杖、補助具

使用で自立歩

つかまり歩

車椅子自

立移動可

32%

車椅子自立

移動不可 60%

移動能力

２-１-１-３ 入所者の基礎能力（令和６年３月３１日現在）

２-１-１-４ 入所者のADL状況（令和６年３月３１日現在）



食事と摂食状況
食事をとる場所 食事の種類

１階

リビング

２階

リビング
居室

計

主食

計

副食

計
経管

栄養 計
ご飯・軟飯 粥・

ミキサー

普通食・一

口大

刻・

ミキサー

自立 18 17 ０ ３5 21 14 35 18 17 35
一部介助 1 9 ０ 10 1 9 10 0 10 10

全介助 ０ 8 ０ 8 0 8 8 0 8 8 ０

計 19 34 ０ ５3 22 31 ５3 18 35 ５3 ０ ５３

 ２-１-２−５  排泄方法の分布   

区分 自立
要介助

（含トイレ誘導）
計

トイレ １ 12 13

昼間トイレ・夜間尿器 ０ ０ ０

昼間トイレ誘導・夜間オムツ ０ １7 １7
カテーテル ０ 2 2
全日オムツ ０ ２1 ２1

合 計 １ 52 ５3

正常 21点以上 6

認知症の疑い有り 11～２０点 10

認知症 0～１１点 ３7

調査不能 ０

計 ５3
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入所者の精神スケール・判定評価
（長谷川式簡易知能評価スケール）

正常

認知症の疑い有り

19%

認知症 70%

調査不能 0%

入所者の精神スケール・

判定評価

２－１－３ 入所者の精神状況（令和６年３月31日現在）



２−１−４  入所者の活動状況・地域との関わりの状況 

コロナウイルス感染症が５類へ移行したことに伴い、施設での活動状況も徐々に緩和しています。演芸ボランティアの皆様や鍼灸師の先生などに来苑

していただきました。施設職員以外の人との関わりにご利用者の皆様も笑顔で喜ばれておりました。

 ２−１−４-１ 理学療法士・作業療法士による機能訓練参加者   

今年度は理学療法士による機能訓練の実施はありませんでしたが、専従の機能訓練指導員による機能訓練を実施しました。

 ２−１−４-２ 面会の状況   

コロナウイルス感染症が５類へ移行したことにより、施設での面会も季節や感染症流行状況を考慮して館内での面会を行いました。LINE登録、LINEでのビデオ通
話も可能なことについてもご家族へ啓発していますが、直接面会が可能となったことに伴い、ビデオ通話での面会は実施件数がありませんでした。直接お会いし
会話できることにご家族、ご本人共に喜ばれておりました。
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【中止となった活動】

・介護相談員 年/２回 ・クラブ活動 月/各１回

・傾聴ボランティア 随時受入  ・実習生等受け入れ

 ２−１−４-３ 地域との連携   

実施主体 実施内容

一宮小学校 福祉体験講座

東浪見小学校 福祉体験講座

※感染症予防対策をとりながら一宮町地

域包括支援センターと共に参加させてい

ただきました。

２−１−５ ICT の活用の状況 

 ２−１−５-１ 離床センサー状況   

主に行動予測が出来ない方への対応として使用する
ことが多いが、夜間のふらつきなどで転倒歴がある
方など、行動状況が把握出来る方への設置で対応
するための使用と内容に使用目的とした。

またaamsを使用し心拍・呼吸・睡眠状況が把握で
きるが、使用方法が複雑であり、活用までに至らなか
った。次年度は収集データから事故との関係性の結び
つきから事故発生防止役立てることが出来る様課題と
した。

32%

68%

0%

センサー使用内訳

見守りケアシステム

離床センサー(aams
含）

サイドセンサー

※離床センサー…ベッドからの起き上がりに対して反応する

センサー

※着床センサー…ベッドからの起き上がり時床へ足を付けた

ことで反応するセンサー

※サイドセンサー…着床と同様起き上がり時にベッドサイド

に足を下した際に反応するセンサー

※見守りケアシステム…センサー内蔵型ベッド（4モード変更

可）

※離床センサー（aams）…離床・心拍・胎動・呼吸に対して

検知するセンサーの導入

ー１２－

登録者数 １７家族 ２１名ＬＩＮＥ登録者数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

面会者数 ４６ ６２ ７０ ４２ ９８ ６７ ５ ８５ ５６ ５３ ４３ ３５ ６６２

面会実施状況



 ２−１−５-２ ナースコール使用状況   

コ ー ル 使 用 ・ ・ ・ 17 ％
コ ー ル ／ セ ン サ ー ・ ・ ・ 8.9 ％
センサーのみ使用・・７３．８％

コール内訳 年間実数 １日平均

ナースコール ８，６２８回 / 年 ２３．５回 / 日

ベッドセンサー ３７，３４４回 / 年 １０２回 / 日

トイレコール ４，５１２回 / 年 １２．３回 / 日

２−２ 医 務 課

今年度も感染症発症がありましたが、昨年度に比べると感染者数は抑えることができました。医療連携、他職種協働、情報共有ができ迅速な対応ができました。また苦痛緩和、

環境整備、衛生、健康管理を行いご本人とご家族の意向に沿ったケアの実施ができ、退所者１６人中８人の看取り介護を行うことができました。

２-２−１  入所者の病状 

病名 男性 女性 計

中枢神経系 脳卒中 ６ ２５ ３１

認知症 １３ ４５ ５８

アルツハイマー型認知症 １ １５ １６

パーキンソン症候群 ０ １ ２

病名 男性 女性 計

循環器系 高血圧症 ８ ４２ ５０

心疾患 ８ ３８ ４６

動脈硬化症・血栓・狭窄 １ ３ ４

血液系 貧血及び血液疾患 ７ １８ ２５

ー１３－

コール使用
コール使用/

センサー
センサー

のみ使用



病名 男性 女性 計

消化器系 胃腸炎・胃潰瘍・逆流性食道炎 ３ ２１ ２４

胆石・胆嚢炎・腎盂炎 ０ ５ ５

慢性腎不全 １ ３ ４

腸閉塞 ３ １ ４

便秘症 ８ ６０ ６８

肝炎 １ ２ ３

皮膚系 皮膚炎 ０ ２ ２

蜂窩織炎 ０ ６ ６

帯状庖疹 １ ３ ４

呼吸器系 気管支炎・喘息・肺疾患 ２ ２０ ２２

泌尿器系 前立腺肥大・膀胱炎・尿路感染 ２ １５ １７

眼科系 白内障・緑内障・眼科疾患 １ １０ １１

精神系 統合失調症 ０ １ １

てんかん ０ ０ ０

うつ病 １ ３ ４

病名 男性 女性 計

運動器系 変形性・関節炎・リウマチ ５ ２３ ２８

骨折 １ ３９ ４０

骨粗鬆症 ０ １６ １６

内分泌系 糖尿病 ３ １０ １３

その他 先天性疾患 ０ １ １

腫瘍 ７ ３ １０

特定疾患 １ １ ２

看取り ０ ８ ８

新型コロナウィル

ス感染症

特養入所者・ショート利用者 ７ １４ ２１

みなし陽性 ０ １２ １２

合 計 ９１ ４６７ ５５８

２-２−２  入所者の入院状況 

病名 医療機関 入院期間 病名 医療機関 入院期間

褥創熱 宍倉病院 １３
左大腿骨

頸部骨折

宍倉病院

３５

右肩関節内骨折 宍倉病院 ２３ １７

血糖コントロール 宍倉病院 １６ １３

病名 医療機関 入院期間

腸閉塞 宍倉病院
３１

７
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病名 医療機関 入院期間

帯状庖疹 宍倉病院 １１

心不全 宍倉病院

１９

２６

４５

食欲不振 宍倉病院 ２３

肺炎

宍倉病院

２８

２９

病名 医療機関 入院期間

発熱 宍倉病院

１５

２７

蜂窩織炎 宍倉病院

１３

１６

１９

尿路感染 宍倉病院

１６

１７

１８

１９

２１

病名 医療機関 入院期間

心不全 宍倉病院 療養型転院

肺炎 宍倉病院 療養型転院

閉塞制動脈硬化症 宍倉病院 療養型転院

意識消失 宍倉病院 療養型転院

脳出血 宍倉病院 療養型転院

脳梗塞 徳州会病院 療養型転院

コロナ陽性 山之内病院 永眠

平均 日／１．４名

２−２-３  入所者の救急車要請状況 

年度 件数 搬送先 理由

令和

４年度

１ 塩田記念病院 意識消失

１ 菅原病院 意識消失

令和

５年度

１ 徳州会病院 脳梗塞

１ 山之内病院 コロナ陽性

２−２-４ 看護職員の夜間オンコールの状況 

件数 理由

４ 看取り
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２−２-５  入所者の通院状況 

病傷名 医療機関 延べ人数

入所時健診① 宍倉病院 １４

入所時健診② 宍倉病院 １３

書類作成 宍倉病院 ２

転倒（打撲） 宍倉病院 １

転倒（骨折） 宍倉病院 ２

皮膚疾患 宍倉病院 １９

病傷名 医療機関 延べ人数

定期（心疾患） 宍倉病院 １９

定期（骨折後） 宍倉病院 ４７

定期（BT交換） 宍倉病院 ５

コロナ陽性 宍倉病院 ２５

その他 宍倉病院 ２４

ペースメーカー点検
千葉県循環器病セン

ター
２

病傷名 医療機関 延べ人数

ストマ調整 千葉県ガンセンター １

定期・往診 岡田眼科 ７

延べ人数合計 １７１

ショート利用者受診（藤島クリニッ

ク・塩田病院・他）
３１

２−２-６  入所者の健康管理の状況 

入所者 入所者

健康診断（1回目）

（２回目）

胸部Ｘ－Ｐ

５月８～２０日 ２１名

１１月８～２９日 １９名

計 ４１名

インフルエンザ予防接種

新型コロナウィルスワク

チン予防接種

１１月

５．１２月

採血・採尿 半年に１回 年２回
回診 毎週水曜日

歯科検診 6月 歯科往診・口腔ケア 毎週火曜日

細菌検査は：年18回（5月～10月は月2回実施）
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２−３ 栄 養 課

入所者の平均年齢が男性8９歳、女性9１歳とかなり高齢化し、要介護度も4・5の方が８７％という状況です。低体重者の割合は47～６6％という状況でした。

また一昨年８月から食事提供方法がクックチル方式となり食事の質も問われている状況です。安全性を保ち尚且つ顧客満足度を上げることは、委託業者との兼ね

合いもあり容易ではありませんが、終の棲家としての役割を持つ施設として、ご利用者の皆様が安全で楽しみのある食生活が送れるよう令和６年度も努力してい

きたいと思います。

２−３−１ 入所者の給食の状況 

 ２−３−１−１ 入所者肥満度別人数と割合   

低体重
BMI18.
5未満

普通体重
BMI 18.5
～25.0
未満

肥満度Ⅰ
BMI 25.0
～30.0
未満

合 計

人数
（名）

25 27 0 52

割合
（％）

48.1 51.9 0 100

2-3-１-２ 入所者低栄養状態のリスクレベル別人数と割合  

低リスク 中リスク 高リスク 合 計

人数
（名）

9 35 10 54

割合
（％）

16.7 64.8 18.5 100

※ 厚生労働省基準による「低栄養状態のリスク判断」は、BMI、体重減少率、血清アル

ブミン値、食事摂取量、栄養補給法（経腸・静脈栄養）、褥瘡をもとにリスクを低リス

ク・中リスク・高リスクの３段階に分けます。
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月

エネルギー

kcal

たんぱく質

g

脂質

g

炭水化物

g

カルシウム

mg

鉄

mg

レチノール

当量 μg

ビタミンB1

mg

ビタミンB2

mg

ビタミンC

mg

食物繊維

g

食塩

g

４ 1253 49.8 36.4 167.9 834 8.8 541 0.97 0.88 100 15.4 7.0

５ 1260 49*.0 37.2 166.8 822 8.1 574 1.16 0.85 89 16.4 7.0

6 1389 53.0 38.1  193.5 801 7.6 591 1.04 0.88 89 16.5 7.5

7 1376 51.4 39.0 189.8 795 7.8 566 1.00 0.87 88 15.9 7.1

8 1375 52.7 38.6 189.2 784 8.1 578 1.13 0.91 99 15.8 7.5

9 1383 53.7 39.9 188.0 791 9.5 592 1.04 0.89 86 16.2 7.8

10 1391 54.5 40.0 186.9 808 10.6 575 1.13 0.88 92 16.4 7.7

11 1377 53.0 39.2 187.8 806 9.7 616 1.08 0.90 98 16.3 7.9

12 1394 53.5 38.6 190.9 790 10.6 576 1.05 0.84 86 15.7 7.5

1 1360 53.1 36.4 189.3 793 10.1 577 1.06 0.90 97 16.1 7.2

2 1376 53.2 38.7 189.5 796 9.0 556 1.04 0.89 88 15.4 7.3

3 1389 52.6 39.0 190.1 810 9.7 576 1.03 0.87 94 15.4 7.7

平 均 1360 52.8 38.4 185.8 803 9.1 577 1.06 0.88 92 16.0 7.4

基準値 1300 55.0 36.0 190.0 700 7.0 650 0.80 0.80 100 17.0 7.5
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2-3-1-３ 栄養摂取状況   



6月２１日

まぐろ御膳

ご飯

まぐろの漬けたたきオクラ添え

とりむね天

焼きなす生姜あんかけ

メロン

吸い物（かに団子・三つ葉）

7月２０日

うなぎ御膳

ご飯

うなぎ（蒲焼・白醤油焼き） 枝

豆のふわふわ豆腐あんかけ

スイカ 吸

い物（海鮮つみれ・三つ葉)

8月２９日

夏のスタミナ

御膳

ご飯

わらさのから揚げおろしソース

牛煮物

いとうりの野菜ドレッシングか

け

桃シロップ漬け

吸い物（炙り鯛・三つ葉）

9月２１日

まぐろと穴子の

二味丼

まぐろの漬け丼

穴うろ子丼

キノコとインカのめざめのチーズ

焼き

フルーツ（柿） 吸

い物（焼きなす・三つ葉）
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4月２５日

春の味覚御膳

ご飯

カツオのたたき薬味のせ

マグロのユッケ風

筍の土佐煮・ふきの煮物

フルーツ（メロン）

吸い物（いわしのつみれ・三
つ葉）

5月２４日

薫風御膳

ご飯

サーロインステーキ おろしソ

ース

山芋梅しそ揚げ

エビとそら豆のあんかけ

パイナップル

吸い物（湯葉・三つ葉）

２−３−２ 行事献立の実施状況 
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2月２９日

初春御膳

ご飯

まぐろ漬け（角切り）

豚肉のごまドレ和え（水菜・玉

ねぎスライス）

メヌケの蒸し生姜あんかけ

キウイフルーツ

吸い物（湯葉・三つ葉）

3月２８日

お花見御膳

ご飯

生赤えびとアボカドの昇ちゃん

ドレッシングかけ

鶏もも肉のふき味噌焼き

お好み焼き

ロールケーキ（桜）

吸い物（白身魚のふわふわ豆

腐・三つ葉）

12月２２日

クリスマス御

膳

ご飯

もみの木ハンバーグ（ほうれん

草・パプリカ・ホワイトソース）

南瓜とインカのめざめのチーズ

焼き

スモークサーモンマリネ

クリスマスカップデザート

吸い物（焼きなす・三つ葉）

1月31日

お刺身御膳

ご飯

お刺身三点盛り（まぐろ・かん

ぱち・あぶりサーモン）

鶏の黒酢ソースかけ

いちご

吸い物（水菜・人参・柚子）

10月２６日

秋の味覚御膳

松茸ご飯

鶏むね肉と栗のクリーム煮

さつま芋の天ぷら

かんぱちのカルパッチョ風

りんごのシロップ漬け

吸い物（湯葉・三つ葉）

11月２９日

寿司御膳

マグロにぎり寿司 ３貫

うなぎちらし

煮豚

みかん

吸い物（いわしつみれ・三つ

葉）



２−４ 委 員 会 

２−４−１ 委員会の実施状況 

委員会名 実施状況

身体的拘束等適正化
委員会

指針の内容についての確認と苑内研修の内容検討を

主として委員会活動を行いました。昨年度に引き続

き実施対象者はおりませんでした。

痰の吸引等の委員会

吸引器具の管理、メンテナンスを行うとともに、実

施を想定し、必要物品の在庫確認等も行いました。

昨年に引き続き対象者はおりませんでした。

感染症予防委員会

１年を通し感染症の流行があり地域の流行状況等情

報共有し、対応についての検討、個々の職員への周

知等を継続していきました。新規利用者が増える中、

入所前の検査も実施し外部からの感染予防に努めて

きました。医療連携と情報共有を含め迅速な対応が

できました。

委員会名 実施状況

リスクマネジメント
委員会

各事業所から報告のあったヒヤリハットや事故報告に対する対

応検討を主として委員会活動を行い、再発防止策について検討

し、周知を行いました。また、３種の離床センサーの使用状況

の確認や管理等を行い個々にあった対応を再検討を行いました。

骨折などの入院が必要な重大な事故発生後に関しては重点を置

き、委員会を通して再検討を行い事故再発防止に努める意識づ

けを行いました。

褥瘡予防対策委員会

マットレスやクッション等、ご利用者ひとりひとりの状態に合

わせた適切な環境となるよう適宜検討、見直し及びベッドマッ

トなどの購入と予防対策を例年通りに行いました。また、医師

や栄養士とも連携を図りながら褥瘡予防に努めてまいりました。

発赤や浮腫等早期対応出来るように多職種と連携すると共に、

苑内研修にて褥瘡の基本について学ぶ機会を設け、意識付けを

行いました。

ー２１－



委員会名 実施状況

防災委員会

定期的な委員会の開催をし、訓練内容等について話し合

いを行いました。また定期的なBCP作成に当たり報告を

実施してきました。消防署の立会い訓練も再開し、火災

の日中・夜間想定、水害、地震～津波の避難訓練、通報

訓練、散水栓や消火器を使用した消火訓練を実施しまし

た。

給食委員会

施設職員と委託業者の責任者を含め毎月委員会を開催し、

献立内容や調理方法、適温給食、ご利用者からの要望等

の検討を行いました。委託業者のフードセンターから調

理済み食品が納品されるクックチル方式に変更になり二

年目となりますが、引き続きその評価も含め委員会で検

討し、フードセンターにフィードバックています。また、

手指消毒の徹底等食中毒の予防にも努めています。

委員会名 実施状況

権利擁護委員会

苑内研修や新規採用職員への研修を継続して行いました。コロ

ナ禍ということもあり制限のある生活の中、QOL調査を行い、

ご利用者の意向を反映したケアとなるように努めてまいりまし

た。

行事・レクリエーショ
ン委員会

コロナ禍により外出やボランティア等の受け入れが今年度も難

しい中、季節を感じられるようスイーツを召し上がっていただ

いたり、施設内の飾りつけを行ったりしました。また、誕生会

は継続して行い、誕生日当日にお祝いさせていただきました。

サービス向上委員会

クラスター対応後におけるサービスの復旧に関して状況に応じ

た対応を行いました。今後は感染症におけるBCP として明確化

していく必要性により実感した年度でした。

衛生委員会

サービス向上に向け、職員が健康で働きやすい職場づくりを目

指し、定期健康診断やメンタルヘルスチェックを実施しました。

また、産業医より健診結果や議題についてのアドバイスやご意

見をいただきました。

２−４−２ 委員会活動の詳細 

 ２−４−２−１ リスクマネジメント委員会   

介護度別報告数

要介護３ ２

要介護４ ５

要介護５ ２

計 ９

発生時間帯別報告数

０時～６時 １

６時～１２時 ５

１２時～１８時 ３

１８時～２４時 ０

合計 ９
0
2
4
6

介護度別

0
2
4
6

発生時間帯別

0
1
2
3
4

居室 ホール トイレ

発生場所別発生場所別報告数

居室 ３

ホール ３

廊下 ３

合計 ９

ー２２－



アクシデント（事故）発生報告 

事故種類別報告数

転倒 １９

転落 １２

剥離 ２

人為的ミス １

骨折 ３

計 ３７

要介護度別報告数

要介護３ １２

要介護４ １７

要介護５ ８

合計 ３７

発生場所別報告数

居室 １６

廊下 ４

トイレ ６

ホール ９

浴室 １

不明 １

合計 ３７
0
5

10
15
20

転
倒

転
落

剥
離

人
為
…

骨
折

事故種類別

0
5

10
15
20

介護度別

0

5

10

15

20

発生場所別

発生時間帯別報告数

０時～６時 ８

６時～１２時 ９

１２時～１８時 １２

１８時～２４時 ８

合計 ３７ 0
5

10
15

発生時間帯

別

インシデント（ヒヤリハット）報告件数 ９件

アクシデント（事故）報告件数 ３７件

県への事故報告件数 ３件（ショート含む）

昨年度の感染症によるご利用者の流動が落ち着いた年度であり、新しくご利用になられた方々は生活環境に馴染みが出てきた時期であった
為、生活環境設定へ配慮した年度でもありました。また事故発生時の検証として、安心カメラでの映像を元に事故検証を細かく分析すること
もできた年度でもあり、発生予防にも役立てた年度でもありました。
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 ２−４−２−２ 防災委員会  

。

 ２−４−２−３ 行事・レクリエーション委員会   

４月 藤棚鑑賞 ５月 季節の夏みかん ６月 鍼灸マッサージ ７月 アイスクリーム

８月 チアリーディング ９月 残暑にかき氷 １０月 ハロウィンパーティー １１月 日本舞踊

１２月 クリスマス歌謡ショー １月 元旦行事 ２月 節分 ３月 お花見

ー２４－

訓練日 訓練内容 消防署立会 人数

5月22日 避難訓練（水害・台風） 無 利用者 ３８ 職員 １５

８月31日 総合訓練 有 利用者 ５１ 職員 ２２

9月26日 避難訓練（夜間想定） 無 利用者 ２０ 職員 １４

11月21日 避難訓練（地震～津波） 無 利用者 ３０ 職員 １９



３ - 短期入所生活介護事業部 ショートステイサービス一宮苑

新型コロナウィルスの5類への移行に伴い、サービス利用に際しても制限が若干緩和された受け入れと徐々に変更された年度となりました。受け入れのご利用

者に関しては病院から在宅復帰が困難な方のご利用が多く、病院との連携が多い対応となった年度となりました。また近年においてはサービスの長期利用者が
メインでのご利用となっており、送迎に関してのサービスにも大きく変化しております。

３−１−１ 利用者の状況 

 ３−１-１−１ ショートステイ利用者の介護度別状況   

男性 女性 計

要支援１ ０ ０ ０

要支援２ ０ ０ ０

要介護１ ６１ ０ ６１

要介護２ ０ １６８ １６８

要介護３ ５００ 1,893 2,393

要介護４ ７６１ ７３７ 1,498

要介護５ ５３３ ５５３ 1,086

合 計 1,855 3,351 5,218

平均介護度
男性 女性 全体

４．０ ３．６ ３．６８

 ３−１-１−２ ショートステイ利用者の年齢別状況   

３−１−２ 利用者の利用状況 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均/1日

５年度 355 427 390 481 450 444 444 377 473 464 449 464 5,218 14.2

稼働率％ 73.9 86 81 96.9 90.7 92.5 89.5 78.5 95.3 93.5 96.7 93.5

４年度 450 463 461 493 463 235 212 391 451 577 519 403 5118 14.0

稼働率％ 93.8 93.3 96.0 99.4 93.3 49.0 42.7 81.5 90.9 116.3 115.8 81.3 87.8

 ３−１−２-１ ショートステイ利用者の月別推移   

0

500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
3月

355 427
390 481 450 444 444

377 473 464 449 464

年齢

性別

55~

６５

才未

満

65~

７０

才未

満

70~

７５

才未

満

75~

８０

才未

満

80~

８５

才未

満

85~

９０

才未満

90~

９５

才未

満

95~

１００

才未満

10０

歳以

上 計 平均年齢

男性 ０ ０ １ ２ ２ ３ ２ ３ ０ １３ ８６．７

女性 ０ ０ ０ ３ ３ ８ １０ ４ ０ ２８ ８８．７

計 ０ ０ １ ５ ５ １１ １２ ７ ０ ４１ ８８．１

ー２５－



３ - 短期入所生活介護事業部 ショートステイサービス一宮苑

 ３−１−２-２ ショートステイ利用者の送迎状況   

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

回数 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ３

 ３−１−2-3 ショートステイ利用者の介護度別延べ利用状況   

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護度１ 30 31 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 61

介護度２ 30 31 30 31 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 15 31 168

介護度３ 152 162 122 171 190 226 248 199 245 132 231 215 2393

介護度４ 136 172 208 173 158 155 128 81 93 77 29 88 1498

介護度５ ７ 31 30 106 102 63 62 96 135 152 174 128 1086

合計 355 427 390 481 450 444 444 377 473 464 449 462 5218

３−１−2-４ ショートステイ利用者の特養ベッド空床利用状況   

特養空床数 空床利用率

543床 ２１．４％

3-1-3  地域別利用者分布表 

地域 割合 利用者数 地域 割合 利用者数

一宮町 24.3％ １０ 茂原市 29.2％ １２

長生村 14.6％ ６ 白子町 4.8％ ２

いすみ市 19.5％ ８ 長柄町 2.4％ １

睦沢町 2.4％ １ 勝浦 2.4％ １

延利用者数 4１

3-２利用者の医療対応状況について 

医療対応状況の詳細

在宅酸素 バルンカテーテル

留置

皮膚疾患

（褥瘡治療含）

3-３ 新規利用件数、新規利用理由 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

新規利用

件数
４ １ ０ ５ ２ １ ０

11月 12月 1月 2月 3月 合計

新規利用

件数
３ ２ ２ ２ ２ ２２

ー２６－



３ - 短期入所生活介護事業部 ショートステイサービス一宮苑

3-５ ヒヤリハット報告（インシデント） 

介護度別報告数

要支援１ ０

介護度１ ０

介護度２ １

要介護３ ０

要介護４ ０

要介護５ １

計 ２

0
0.5

1
1.5

介
護

…

介
護

…

要
介

…

要
介

…

要
介

…

介護度別
発生時間帯別報告数

０時～６時 ０

６時～１２時 ０

１２時～１８時 １

１８時～２４時 １

合計 ２

0
0.2
0.4
0.6
0.8

1
1.2

発生時間帯別

発生場所別報告数

トイレ １

食堂 １

合計 ２

0
1
2

車椅

子上

歩行

中

発生場所別

3-６ アクシデント（事故）発生報告 

事故種類別報告数

転落 １

アレルギー １

計 ２

要介護度別報告数

要支援１ ０

要介護１ ０

要介護２ ０

要介護３ １

要介護４ ０

要介護５ １

合計 ２

0
0.5

1
1.5

要
支
…

要
介
…

要
介
…

要
介
…

要
介
…

要
介
…

介護度別

発生状況報告数

車椅子上 １

歩行中 １

合計 ２

0
0.5

1
1.5

トイ

レ

食堂

発生場所別

発生時間帯別報告数

０時～６時 １

６時～１２時 ０

１２時～１８時 １

１８時～２４時 ０

合計 ２

0
0.5

1
1.5

発生時間帯別
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４ – 通所介護事業部 デイサービスセンター一宮苑

今年度は新規利用者獲得に向けて、感染症予防の為中止していた見学者の受け入れの再会を行いました。ケアマネジャーとコミュニケーションをとり、可能な
限り要望に応えることで実績を積み上げ新規利用へ繋がる様務めました。平均要介護度は前年度とほぼ変わらず、中重度者を受け入れることができました。ま
た「自立支援、・重度化防止の取り組みの推進」が求められ、機能訓練の内容の充実や実施人数の増加に取り組みました。

４−１ 職員の配置 

管
理
者

生
活
相
談
員

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

看
護
職
員

作
業
員

計

職員数 1名 ２名※ 7名 ２名 １名 １2名

令和５年度の新規採用者および退職者数は下記の
通りとなっています。
新規採用者数：1名（看護師）
退職者数：１名（看護師）

※生活相談員のうち１名は介護職員と兼務となって
います。

４−２ 月別利用者数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

延べ
利用者数

５年度 405 433 443 497 576 508 546 537 524 483 479 499 5930

４年度 541 507 560 583 144 495 502 453 307 348 367 462 5269

0
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800

0

200

400

600

800

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和4年度
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４ – 通所介護事業部 デイサービスセンター一宮苑

４—３ １営業日あたりの平均利用者数 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年間

利用者数 16.9 18 17.7 19.9 22.2 21.2 21.8 22.4 21.8 21 20.8 20 20.3

0

20

40

4月 6月 8月 10月 12月 2月

16.9
18 17.719.922.221.2

21.8 22.4 21.8 21 20.8 20

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 事業対象者 認定中 計

利用者数 0 ２ 16 12 15 6 3 0 0 54

４−５ 年間平均要介護度 

令和４年度 令和５年度

2.48 2.43

４-６ 月別キャンセル率 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

延べ
利用者数

5年度 9.1 8.5 11.1 7.2 11.8 8.7 5.9 4.5 6.1 9.9 5.8 9 8.13

4年度 15 10.1 13 12.7 11.8 11.5 9.8 5.1 11.7 27.6 11.4 7.6 12.2

ー２９－

４-４ 利用者の介護度（令和 ６年 3 月 31 日現在）



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

令和５年

度

実施

（回

数）

56 53 58 77 78 70 83 81 95 80 68 84 883

中止

（回

数）

2 6 10 6 1 7 4 3 1 6 15 11 72

４-７ 個別機能訓練実施状況（ （令和６年３月３１日現在）

※個別機能訓練加算Ⅰイ 算定：１回 ５６単位
※実施人数 合計 １４名（男性 ５名、女性 ９名）

今年度は機能訓練のプログラムで使用できる機器を二台新しく導入し
ました。それに伴い、新規契約者へ個別機能訓練の案内をすることで新
規の実施者獲得へ繋がりました。機能訓練指導員である看護師の退職に
より個別機能訓練が実施できない日があった為下半期は回数が減ってい
ます。

※生活相談員のうち１名は介護職員と兼務となっています。

ー３０－

４ – 通所介護事業部 デイサービスセンター一宮苑



５ - 居宅介護支援事業部 在宅介護支援センター一宮苑

管理者 主任介護支援専門員

配置数 １ １ ※管理者は主任介護支援専門員が兼務

５−２ ケアプラン作成実績 

ケアプラン

作成数

予防プラン

作成数

左の内

一宮苑

ショートステイ

利用者数

左の内

一宮苑

デイサービス

利用者数

４月 34 4 5 ８

５月 35 4 6 ８

６月 33 ４ 5 7

７月 33 4 5 7

８月 34 4 ４ 7

９月 36 4 5 7

１０月 31 ４ 3 5

１１月 32 ４ 3 8

１２月 33 ４ 3 8

１月 32 ４ 5 8

２月 35 ４ 6 7

３月 34 ４ ６ 6

５−３ その他の実績 

住宅改修手続き なし

ー３１－

５－１ 職員配置 （令和 ５年 3 月 31 日現在）
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